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Ⅱ. 方法  

























Ⅲ. 結果  





























Ⅴ. 結論  
前期高齢者は、自分自身の時間的・体力的余裕があ
り生活者としての努力である内面的な要因と生活を
支える人的資源の比重では内面的要因が大きく、自分
自身の生活と透析治療の両立ができている。 
透析治療を受けながらのセルフケアの実際は、生命
維持の厳しい現実もあるが、内的要因としてのセルフ
ケアへの関心と医療者など治療を支える人的資源の
関係を保つことで、その人らしい療養行動がとられて
いる。 
